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Title 
A Study on the Prevention of Abuse among Care Workers 
Summary 
This paper presents a study on the prevention of abuse among care workers. 
Two surveys were conducted. The first survey clarified the actual state of perceptions 
of abuse and stress among care workers. The subjects comprised 645 care workers 
employed in group homes for dementia. The relationship between daily care behavior 
and perceptions of abuse in the workplace environment was examined using the 
Japanese version of the MBI as a psychological index. Data were analyzed by binomial 
logistic regression analysis. The results indicated that care workers who felt dissatisfied 
with the workplace improvement could relate to the prevention of abuse. In addition, it 
was found that motivated workers and workers making greater efforts may be more 
likely to experience a higher degree of stres. 
The second survey clarified facility managers'perceptions of education and guidance 
for care workers. The subjects consisted of 1 managers employed in group homes for 
dementia. Interviews lasting approximately 60 minutes were conducted with each 
manager. Six categories were identified, namely, "building a foundation for staff 
education," strengthening knowledge and skils as a specialist," "fostering 
self-awareness and responsible behavior as a team," "utilizing human resources and 
developing career prospects," "promoting exchange with other occupations and other 
facilities to encourage personal growth," and "developing the organizational 
environment. 
The above findings indicated a connection between the reduction of stress among care 
workers and possibilities for preventing abuse. The study suggests that it is important 
for managers to adjust the workplace environment and human relations with a view to 
reduce stres. Moreover, it is important to develop in-service education for care workers 





























厚労省調査で平成 27 年 10 月現在の介護サービス施設・事業所調査で、認知症 GH は、
13,003事業所が登録され、前年比 3.9％増加している。2010年 GH実態調査事業報告では、



































１）調査対象者：平成 26年 9月 1日現在、全国介護事業所介護サービス情報公表システ
ムから、北信越地域 5 県の認知症対応型共同生活介護事業所全 808 事業所で働く介護職
で、研究の同意が得られた者。管理者を除く。資格は問わない。 
２）調査期間：平成 26年 11月～平成 27年 2月末日 
３）調査方法：無記名自記式質問紙調査 
２．調査結果 




































  施設の開設後 3 年経過している施設管理者。A 県内のグループホーム全 165 施設の管
理者あてに郵送で協力依頼した。 
２）調査方法：①自記式質問紙調査 ②半構成面接調査 
 ３）調査期間：平成 28年 1月～3月 
２．調査結果 
 １）対象者の概要 
  研究参加者は 11名であった。女性 8名、男性 3名。平均年齢 59.9歳で、管理者経験 
年数は平均 5.9年であった。資格は複数回答で介護福祉士が 5名と最も多かった。看護師
3 名、資格なしが 1 名であった。学歴は、大学 1 名、短期大学 3 名、専門学校 4 名、高
校 3名であった。介護職としての経験年数は 1～22年であった。 
２）管理者の認識 




して自己の成長を促す他交流との促進】【認知症 GH の管理者としての自覚と責任】の 6
カテゴリが明らかになった。 
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との関係、ストレスコントロールに対する研究として希少性を持つものであり、調査地域は限定
されているものの、介護職員及び施設管理者に対する量的・質的両面からの社会調査を行い、
その結果の詳細な分析・検証作業から、介護職員のストレスと虐待の認識を明らかにしたこと
に筆者のオリジナリティが認められる。 
以上の評価を踏まえ、審査委員会では「博士学位論文の審査基準と審査項目」に基づいて、
本論文に対して以下にあげる評価をおこなった。 
審査項目１ 
本研究は認知症高齢者対応グループホームに勤務する介護職員による虐待意識とストレス
との関係、ストレスコントロールに対する研究として、量的・質的両面からの社会調査の結果か
ら、介護職員のストレスと虐待の認識を明らかにするとした筆者の問題意識は明確であり、テー
マにも妥当性がある。 
審査項目２ 
本研究は量的調査を実施し、データの統計的分析を行っている。その結果の詳細な分析・検
証作業から、介護職員のストレスと虐待の認識を明らかにしている。調査結果から得られた知
見を基に、介護職員のストレスを低減するための施設管理者に対する質的調査とその結果から
改善方法を提案している。この様な方法は、設定されたテーマにふさわしい方法であり、全体も
その方法によって統一されている。 
審査項目３ 
本研究に関係する国内外の研究、看護学、社会福祉学、介護福祉学と横断的に先行研究を
参照しており、先行研究の意義と限界についても丁寧な整理がされている。 
審査項目４ 
社会調査の実施と分析に多大な努力が払われ、その分析結果を論文の中核として用いてい
る。調査はオリジナルな資料であり、社会福祉研究、介護福祉研究としても価値がある。学術論
文としてふさわしい研究の展開およびスタイルとなっている。 
審査項目５ 
論文では、問題の所在の提示と研究目的、研究の背景となる我が国の高齢者虐待と社会的
対応等の分析、先行研究の検討を踏まえたうえで研究方法が設定されている。2つの調査結果
を踏まえたうえで虐待防止への対策・提言、今後への課題の提示が、論理的かつ整合的に展
開されている。 
審査項目６ 
論文は認知症高齢者対応グループホームに勤務する介護職員による虐待意識とストレスと
の関係、ストレスコントロールに対する研究として、既存の資料に限ることなく、オリジナルな調
査を実施し成果を公表している。社会福祉、介護福祉研究として積極的な意義をもつものとい
える。惜しむべきことは、施設管理者に対する質的調査の分析・結果の記述が少なく、より仔細
な記述が求められること、調査対象地域が限定されていることなどがあげられる。さらに継続的
な研究の必要性が今後への課題として残されている。 
審査委員会は以上の審査基準を踏まえたうえで、本論文が課程博士学位論文（学術）にふさ
わしい水準に達しているとの結論にいたり、全員一致で合格と判定した。 
 
